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　本稿では，100 円ショップの商品を使ってで

きる２つの教材のつくり方とその活用方法につい

て紹介する。

１．ジオボード

（１）教具について

　ジオボードは，geometry board（幾何板）と

も呼ばれ，主に図形領域の学習で使用される。学

習指導要領でも強調されている，数学的活動の中

の「作業的・体験的活動」ができる代表的な教具

の１つである。

（２）購入するもの

　・まな板

　・クギ

（３）作り方

①次の図のように，まな板に等間隔でドットを打

　つ。

②ドットの上に，等しい長さだけクギの頭が出る

　ようにクギを打つ。

③輪ゴムをかけて，図形をつくる。なお，色のつ

　いたものを使用すると大変見やすい。

（４）活用例

　高等学校で扱える内容として，例えば「ピック

の定理」が考えられる。

　ピックの定理とは，格子点のみを頂点とする多

角形の面積を  ，周上の点の個数を  ，内部の点

の個数を  とすると，  で求められる

という公式である。

  と  の数値をいろいろと変えて，この定理が成

り立つことを帰納的に考えたり，より進んだクラ

スでは証明を行うことも可能であろう。

２．タングラム

（１）教具について

　タングラムは，「知恵の板」とも呼ばれ，中国

から伝わってきたものといわれている。７つの

ピースで構成され，角度・面積・相似などで活用

できる。

（２）購入するもの

　・工作用紙

（３）作り方

①工作用紙を正方形に切り，対角線の１本を引く。

　１辺の長さを 10cmにしておくと使いやすい。

②次の図のように直線を引き，７つのピースに分

　割をする（Ｅは辺ＢＣの中点，ＦはＤＣの中点）。

③平行四辺形は，裏返すと向きが変わるので，「裏

　返してもよいものとする」というルールを作っ

　ておくか，裏表を同色に塗っておくとよい。

（４）活用例

　小さな正方形の面積を１とすると，正方形全体

の面積は８となる（過程は紙幅の都合で省略）。

　タングラムのピースを１枚，２枚…，６枚使っ

て正方形ができるかどうかを考える。すると，６

枚の場合にはどうしても不可能である。

　例えば面積１のものを抜くと残りの面積は７

になるが，ピースをどのようにつなげても１辺が 

 のものを作ることは不可能である。この作業

を順に行い，帰納的に証明することができる。
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